
　
県
商
工
会
青
年
部
連
合

会
（
大
森
健
一
会
長
）
は
、

昨
年
12
月
7
日
、
鹿
嶋
市

の
「
高
松
緑
地
公
園
　
多

目
的
球
技
場
」
に
お
い
て
、

第
9
回
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ

ー
大
会
（
イ
ン
パ
ル
ス
カ

ッ
プ
2
0
1
9
）
を
開
催

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
県
商
工
会

青
年
部
が
地
域
貢
献
を
目

的
に
、
将
来
を
担
う
県
内

の
子
供
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
交
流
の
場
を
提

供
す
る
事
業
で
あ
り
、
そ

の
結
果
、
子
供
た
ち
の
郷

土
愛
の
育
成
、
地
域
の
連

帯
意
識
の
高
揚
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

大
会
に
は
県
内
6
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
各
2

チ
ー
ム
、
計
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　
例
年
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
「
カ
シ
マ
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
行
わ
れ
て
き
た

本
事
業
で
あ
る
が
、
今
年
度
は
い
き
い

き
茨
城
ゆ
め
国
体
2
0
1
9
開
催
の
関

係
で
会
場
を
変
更
し
行
っ
た
。
当
日
は

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
O
B
で
、
現
在
東
京
都
社
会
人

リ
ー
グ
1
部
南
葛
S
C
で
プ
レ
ー
を
す

る
青
木
剛
選
手
を
お
招
き
し
、
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

　
終
日
雨
模
様
の
悪
天
候
で
あ
っ
た
が
、

　
大
会
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

と
し
て
地
元
、
足
助
西
町
お
囃
子
会
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幕
を
開
け
、

冒
頭
の
式
典
で
は
開
催
地
愛
知
県
青

連
加
藤
会
長
、
全
青
連
奥
村
会
長
の

主
催
者
挨
拶
、
中
小
企
業
長
官
前
田

氏
（
代
読
）、
大
村
愛
知
県
知
事
等
ご

来
賓
方
よ
り
開
催
を
祝
う
ご
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　
次
に
全
国
顕
彰
と
青
年
部
部
員
増
強

運
動
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
茨
城
県
か
ら
は
全
国
顕
彰
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
部
門
に
お
い
て
牛
久
市
商
工

会
青
年
部
が
、
感
謝
状
部
門
で
つ
く
ば

市
の
植
松
崇
氏
が
表
彰
を
受
け
、
部
員

増
強
運
動
に
お
い
て
は
部
員
数
増
加
実

績
連
合
会
部
門
に
お
い
て
見
事
全
国
第

２
位
（
65
名
）
の
実
績
を
お
さ
め
表
彰

を
受
け
た
。

　
主
張
発
表
大
会
で
は
全
国
各
ブ
ロ
ッ

ク
を
勝
ち
抜
い
た
青
年
部
員
た
ち
が
商

工
会
青
年
部
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
発

表
し
た
。

　
結
果
は
優
秀
賞
に
は
宮
城
県
丸
森
町

商
工
会
阿
部
秀
一
氏
、
最
優
秀
賞
に
は

福
岡
県
八
女
市
商
工
会
堤
裕
一
郎
氏
が

選
ば
れ
た
。

　
基
調
講
演
で
は
野
球
評
論
家
の
落
合

博
満
氏
が
登
場
。
監
督
時
代
に
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
を
日
本
一
に
導
い
た
経
験
を

踏
ま
え
て
自
身
の
野
球
理
論
を
語
り
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
視
点
で
会
社
経

営
を
お
こ
な
う
参
加
者
た
ち
に
気
づ
き

を
あ
た
え
た
。

　
最
後
に
次
年
度
の
全
国
大
会
開
催
地

で
あ
る
熊
本
県
青
連
に
よ
り
開
催
Ｐ
Ｒ

が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
同
会
場
に
て
交
流
会
が
催

さ
れ
、
愛
知
県
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
等
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
や
地
元

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
か
、
全
国
の

垣
根
を
超
え
た
部
員
間
交
流
が
行
わ
れ

一
日
目
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
二
日
目
は
希
望
者
が
全
国
よ
り
集
ま

っ
た
青
年
部
員
等
に
自
社
製
品
を
P
R

す
る
商
人
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク
か
ら
始
ま

り
、
全
国
青
年
部
長
会
議
に
お
い
て
は

全
青
連
執
行
部
に
よ
る
全
青
連
事
業
に

つ
い
て
の
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。
大
会

最
後
に
は
閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
大

会
旗
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
後
、
47
都

道
府
県
青
連
会
長
に
よ
る
フ
ィ
ナ
ー
レ

が
行
わ
れ
、
大
会
は
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
た
。

　

令
和
元
年
12
月
4
日
・
5
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
名
古
屋
国
際

会
議
場
に
て
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
（
愛
知
大
会
）
が
開
催
さ
れ
、

茨
城
県
内
か
ら
は
２
０
８
名
が
参
加
し
た
。

（1）

第34号　令和2年3月31日
編　集　茨城県商工会青年部連合会
発　刊　茨城県商工会連合会
　　　　水戸市桜川2-2-35
責任者　大森 健一　青年部員数 2,017人

私たちのスローガン

（R1.9.30）

選
手
た
ち
は
全
力
プ
レ
ー
で
白
熱
し
た

試
合
を
繰
り
広
げ
た
。

結
果
は
、
次
の
通
り
。

優勝したアイデンティみらいＵ‐12（つくばみらい市）と青木剛選手

愛
知
大
会

愛
知
大
会

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

12月4・5日

茨城県内

208名
参加!

12月7日

優　

勝
：
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
み
ら
い
Ｕ
‐
12

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

準
優
勝
：
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
総
和
Ｆ
Ｃ

（
古
河
市
）

第
3
位
：
神
栖
Ｓ
Ｓ
Ｓ（
神
栖
市
）

最
優
秀
選
手
賞
：
根
本　

龍

（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
み
ら
い
Ｕ
‐
12
）

得
点
王
：
谷
本　

琉
樹

（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
み
ら
い
Ｕ
‐
12
）

第
９
回

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
開
催
！！



者
は
ブ
ロ
ッ
ク
や
商
工
会
の
地
域
の

垣
根
を
超
え
、
懇
親
を
深
め
た
。
終

盤
に
は
台
風
19
号
で
甚
大
な
被
害
に

あ
わ
れ
た
大
子
町
の
青
年
部
員
か
ら

支
援
活
動
に
関
す
る
お
礼
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、
県
商
工
会
青
年
部
連
合

会
は
43
商
工
会
で
一
つ
で
あ
る
と
再

認
識
さ
れ
る
一
幕
と
な
っ
た
。

（2）

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
県
内
部

員
の
懇
親
を
深
め
る
た
め
、
県
内
商
工

会
青
年
部
員
を
対
象
に
全
体
懇
親
会
を

企
画
し
、
11
月
15
日
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

東
雲
（
つ
く
ば
市
）
に
て
実
施
し
た
。

参
加
者
は
１
０
０
余
人
で
あ
り
、
ス

テ
ー
ジ
上
で
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

者
に
よ
る
報
告
等
が
行
わ
れ
、
参
加

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
2
月
14

日
、
つ
く
ば
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
、
令

和
元
年
度
商
工
会
青
年
部
後
期
部
員
研

修
会
を
開
催
し
、
青
年
部
員
1
0
0
人

が
参
加
し
た
。

　
研
修
会
の
前
に
は
県
内
商
工
会
青
年

部
事
業
報
告
会
と
青
年
部
担
当
者
会
議

が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
た
。

　
事
業
報
告
会
で
は
、
県
青
連
の
各
委

員
会
報
告
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
事
業

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
一
方
、
担
当
者
会
議
で
は
、
各
商
工

会
青
年
部
の
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
、

大
森
会
長
を
交
え
、
日
々
の
青
年
部
活

動
に
つ
い
て
各
担
当
者
か
ら
様
々
な
意

見
が
飛
び
出
し
た
。

　
メ
イ
ン
で

あ
る
研
修
会

で
は
、「
始
ま

っ
た
Ａ
Ｉ
激

変
時
代
と
地

頭
力
」と
題
し
、

元
米
Ｉ
Ｂ
Ｍ

ビ
ジ
ネ
ス
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
の
梶
谷
通
稔
氏
が
講
演
し
た
。

　
梶
谷
氏
は
人
工
知
能
に
つ
い
て
一

通
り
説
明
し
た
う
え
で
、「
Ａ
Ｉ
に
も

弱
み
が
あ
り
、
そ
の
弱
み
は
今
の
と

こ
ろ
人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で

あ
る
。
人
間
は
Ａ
Ｉ
に
職
を
奪
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
職
を
肩
代
わ
り
し

て
も
ら
う
も
の
。
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
、
未
体

験
の
問
題
に
対
し
試
行

錯
誤
し
て
い
く
こ
と
が

必
須
で
あ
り
、
そ
の
う

え
で
地
頭
力
が
鍛
え
ら

れ
て
い
く
」
と
説
い
た
。

そ
し
て
、
先
人
第
一
人

者
た
ち
の
考
え
方
や
キ

ー
ワ
ー
ド
か
ら
、
地
頭

力
を
鍛
え
る
ヒ
ン
ト
を

導
い
た
。

　
部
員
た
ち
は
熱
心
に

聞
き
入
り
、
と
て
も
実

り
の
あ
る
研
修
会
と
な

っ
た
。

　
令
和
２
年
２
月
８
日
、
茨
城
県
商
工

会
議
所
青
年
部
連
合
会
主
催
の
「
レ
ク

チ
ャ
ー
茨
城
」
が
古
河
市
に
て
開
催
さ

れ
、
当
会
か
ら
は
20
余
人
が
参
加
し
た
。

日
程
は
４
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第

１
部
の
基
調
講
演
で
は
『「
新
し
い
茨

城
」
へ
の
挑
戦
』
と
題
し
大
井
川
和
彦

県
知
事
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
内

容
は
大
井
川
県
知
事
が
就
任
し
て
か
ら

行
っ
て
き
た
県
政
の
紹
介
や
今
後
、
新

し
い
茨
城
と
な
っ
て
い
く
た
め
の
未
来

へ
の
展
望
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
具
体
的
な
取
組
に
て
つ

い
て
の
講
演
で
あ
り
、
会
社
経
営
を
行

っ
て
い
く
た
め
に
も
共
通
す
る
も
の
が

あ
り
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

大森会長の挨拶

講演する梶谷通稔氏

た
。
第
２
部
は
有
識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
パ
ネ
ラ

ー
に
は
自
治
体
魅
力
度
調
査
を
行
っ
て

い
る
企
業
、（
株
）
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研

究
所
の
社
長
の
田
中
氏
も
含
ま
れ
て
お

り
、
例
年
の
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
下
位

県
の
茨
城
県
民
と
し
て
魅
力
度
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
と
な
っ
た
。
第
３
部
で
は
参

加
者
同
士
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
第
４
部
は
懇
親
会
と
な
っ
て
お

り
、
同
じ
地
域
の
若
手
経
営
者
団
体
と

し
て
意
見
を
交
わ
し
、
懇
親
を
深
め
た
。

令
和
元
年
度
商
工
会
青
年
部

2月14日

11月15日

茨
城
県
青
連
全
体
懇
親
会
の
開
催

2月8日

「
レ
ク
チ
ャ
ー
茨
城
」へ
参
加

商
工
会
議
所
青
年
部
事
業



（3）

　
昨
年
10
月
に
発
生
し
た
「
令
和
元
年

東
日
本
台
風
」
は
、
関
東
・
甲
信
地
方

や
東
北
地
方
等
日
本
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。

　
茨
城
県
内
に
お
い
て
も
、
記
録
的
な

大
雨
等
に
よ
り
久
慈
川
や
那
珂
川
な
ど

の
河
川
が
氾
濫
。
県
北
地
域
を
中
心
に

そ
の
隣
接
地
域
も
含
め
、
死
亡
者
２
名

等
の
人
的
被
害
の
ほ
か
、
建
物
被
害
が

全
壊
２
９
２
棟
、
半
壊
２
３
９
７
棟
、

建
物
一
部
損
壊
１
８
２
１
棟
な
ど
多
く

の
県
民
が
被
災
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
被
災
状
況
に
際
し
、
茨
城

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
で
は
、
過
去

の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
時
等
の
経
験

を
踏
ま
え
、
台
風
上
陸
前
か
ら
各
商
工

会
青
年
部
長
を
通
し
県
内
青
年
部
員
に

注
意
喚
起
及
び
災
害
時
の
備
え
等
に
つ

い
て
情
報
を
発
信
。

　
台
風
上
陸
の
翌
日
か
ら
は
、
県
内
の

被
災
状
況
確
認
に
努
め
、
人
道
的
支
援

の
要
請
が
あ
っ
た
大
子
町
に
お
い
て
、

当
青
年
部
連
合
会
で
組
織
的
に
、
現
地

支
援
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
そ
し
て
、
支
援
活

動
の
た
め
現
場
に
入

っ
た
私
た
ち
の
目
に

飛
び
こ
ん
で
き
た
光

景
は
、
凄
惨
な
も
の

で
あ
っ
た
。
久
慈
川

の
増
水
に
よ
り
水
郡

線
の
鉄
橋
が
流
失
、

車
両
や
様
々
な
瓦
礫

が
散
乱
し
、
浸
水
し

た
建
物
や
道
路
は
泥

に
ま
み
れ
、
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
水
道
は
寸
断
さ
れ
、

支
援
活
動
は
困
難
を

極
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
今
回
の
支
援
で
は
、

被
災
を
免
れ
た
大
子

町
商
工
会
を
活
動
拠

点
と
し
た
が
、
支
援
物
資
を
保
管
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
過
去
の

経
験
を
踏
ま
え
S
N
S
等
で
の
発
信
は

最
小
限
に
と
ど
め
、
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン

に
よ
り
本
当
に
必
要
な
物
資
に
つ
い
て
、

県
内
青
年
部
長
に
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
支
援
活
動
の
内
容
と
し
て
は

浸
水
し
た
住
宅
等
の
泥
の
掻
き
出
し
、

家
財
類
の
搬
出
、
指
定
さ
れ
た
集
積
場

へ
の
ゴ
ミ
運
搬
を
実
施
。
商
工
業
者
の

強
み
を
活
か
し
、
県
内
全
域
か
ら
集
結

し
た
大
勢
の
青
年
部
員
が
ト
ラ
ッ
ク
、

重
機
、
発
電
機
等
を
持
ち
寄
り
、
商
工

業
者
な
ら
で
は
の
支
援
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
。

　
商
工
会
青
年
部
宣
言
・
誓
い
の
言
葉

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
わ
れ
わ
れ
商
工

会
青
年
部
は
、
社
会
一
般
の
福
祉
の
増

進
に
努
め
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
原

動
力
と
な
る
」
と
の
思
い
を
胸
に
、
延

べ
20
日
間
余
に
渡
り
、
参
加
協
力
者
は

約
６
５
０
人
に
の
ぼ
っ
た
。

　
こ
の
支
援
活
動
を
終
え
、
活
動
内
容

の
改
善
点
等
も
あ
る
が
、
一
日
も
早
い

復
旧
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
あ
り
、

我
々
青
年
部
の
行
動
力
と
強
い
“
絆
”

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
今
回
の
災
害
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
の
力

強
い
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

「
こ
の
度
の
水
害
に
際
し
ま
し
て
、
茨

城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
皆
様
を

は
じ
め
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
は
、
心
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

想
定
を
超
え
た
甚
大
な
浸
水
被
害
で

し
た
が
、
各
地
か
ら
集
ま
る
青
年
部
な

ら
で
は
の
心
強
い
作
業
に
よ
り
元
の
キ

レ
イ
な
街
並
み
が
戻
っ
て
き
た
と
き
、

地
域
の
た
め
に
！
と
い
う
青
年
部
の
と

て
も
大
き
な
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
を
通
じ
て
、
改
め
て
青

年
部
の
心
強
い
“
絆
”
を
確
認
し
合
う

機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
心
配
を
し
て

く
れ
る
仲
間
が
い
る
こ
と
に
、
感
謝
の

言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
支
援
へ
の

感
謝
と
、
日
頃
か
ら
気
に
か
け
て
く
れ

る
仲
間
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

し
っ
か
り
前
を
向
い
て
復
興
へ
と
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。」　

　
　
　

「
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
日
本
中
が
盛
り
上

が
っ
て
い
た
10
月
、
一
夜
に
し
て
令
和

元
年
台
風
19
号
の
被
災
地
へ
と
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
大
子
町
。
現
状
を
受
け
入

れ
る
の
が
困
難
な
中
、
私
た
ち
に
勇
気

と
パ
ワ
ー
と
笑
顔
を
届
け
て
く
れ
た
黄

汚水の染み込んだ、重たいゴミを分別する部員たち

色
の
ビ
ブ
ス
の
仲
間
た
ち
…
。

　

O
ne Team

!

ワ
ン
チ
ー
ム
‼
と
声

を
上
げ
仲
間
を
ま
と
め
た
大
森
会
長
は

じ
め
茨
城
県
青
連
役
員
の
皆
様
、O

ne 
for All All for O

ne

を
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

の
袖
に
刻
み
自
ら
の
経
験
を
繋
い
で
く

れ
た
常
総
市
商
工
会
青
年
部
の
皆
様
、

そ
し
て
連
日
県
内
各
地
か
ら
何
度
も
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
大
勢
の
青
年
部
の
皆

様
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
尽
力
に
心

よ
り
感
謝
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
過
去
、現
在
、未
来
】を
共
有（
共
友
）し
、

今
後
の
課
題
、
備
え
と
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。　
　

か
け
が
え
の
な
い
人
た
ち
と
か
け
が
え

の
な
い
地
域
の
た
め
に
…
私
に
と
っ
て

一
生
忘
れ
な
い
言
葉
と
な
り
、
噛
み
締

め
た
日
々
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

関 

哲 

大
子
町
商
工
会
青
年
部
長

吉
成 

弘
輝 

同
青
年
部
元
部
長

　
　
　
　（
被
災
支
援
拠
点
責
任
者
）

台
風
災
害
に
お
け
る
商
工
会
青
年
部
の
支
援
活
動



（4）

　
牛
久
駅
の
常
磐
線
乗
降
者
数
は
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
事
業
開
始
時
で
は
県
内
4
位

を
誇
っ
て
い
た
が
、
周
辺
地
域
と
同
様

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
利
用
者
が
多

く
、
乗
降
客
は
都
内
で
呑
み
牛
久
で
は

帰
っ
て
眠
る
だ
け
の
市
民
が
多
く
、
駅

周
辺
の
活
気
も
衰
退
し
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
「
も
う
一

度
駅
前
の
活
性
化
を
し
た
い
」「
参
加

者
み
ん
な
が
楽
し
め
る
事
業
に
し
よ

う
」
と
駅
前
活
性
化
事
業
と
し
て
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン〝
ほ
ろ
酔
い
横
丁
〞が
誕
生

し
ま
し
た
。

　
事
業
の
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
事
業

内
容
の
改
善
を
し
て
い
き
、
牛
久
近
郊

の
お
客
様
が
周
辺
店
舗
に
訪
れ
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
店
舗
と
協
力
し
て
ク

ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
た
り
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
層
の
来
場
者
も
多
い
た
め
、
子
供
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
、

幅
広
い
世
代
か
ら
支
持
さ
れ
る
事
業
と

な
っ
た
。
創
世
記
に
は
予
算
組
の
問
題

等
も
あ
っ
た
が
、
青
年
部
が
出
店
す
る

出
店
の
売
り
上
げ
を
運
営
費
に
充
て
る

こ
と
で
着
実
に
事
業
実
施
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
牛
久
に
は
日
本
最
古
の
ワ
イ
ン
醸
造

所
「
牛
久
シ
ャ
ト
ー
」
が
あ
り
、
ワ
イ

ン
に
合
う
食
材
「
チ
ー
ズ
」
に
焦
点
を

当
て
、
ピ
ザ
で
の
町
お
こ
し
事
業
を
開

始
し
た
。「
牛
久
市
商
工
会
青
年
部
オ

リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ
」と
し
て
、厚
み
が
あ
り
、

チ
ー
ズ
や
具
材
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
ア

メ
リ
カ
生
ま
れ
の
通
称
ピ
ザ
の
横
綱

「
シ
カ
ゴ
ピ
ザ
」
を
、
牛
久
市
出
身
の

横
綱
の
名
前
を
も
じ
り
「
ピ
ザ
の
里
」

と
命
名
し
、
市
内
の
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ

ー
化
を
推
進
し
行
政
か
ら
の
助
成
を
受

け
る
事
で
ピ
ザ
に
関
す
る
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
す
る
ま
で
に
至
る
。
そ
の
成

果
に
よ
り
、
市
民
に
「
ピ
ザ
と
ワ
イ
ン

の
街 

う
し
く
」
と
い
う
認
識
が
浸
透

し
つ
つ
あ
る
が
、
さ
ら
に
認
知
度
を
高

め
る
た
め
茨
城
県
主
催
の
「
商
店
会
活

性
化
コ
ン
ペ
事
業
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

プ
レ
ゼ
ン
大
会
の
末
、
最
優
秀
賞
を
獲

ま
ち（
地
域
）づ
く
り
部
門「
牛
久
市
商
工
会
青
年
部
」

ま
ち（
地
域
）づ
く
り
部
門「
牛
久
市
商
工
会
青
年
部
」

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
県
内
商

工
会
の
青
年
部
員
相
互
の
親
睦
事
業
と

し
て
、
11
月
12
日
、
常
陸
大
宮
市
の
静

ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
（
佐
藤
高
雅
）
の
運
営

に
よ
り
第
36
回
県
青
連
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
選
出
さ

れ
た
代
表
選
手
の
他
、
本
年
度
は
各
商

工
会
青
年
部
長
が
オ
ブ
ザ
ー
ブ
参
加
し

合
わ
せ
て
77

名
の
参
加
が

あ
り
ゴ
ル
フ

を
通
じ
て
大

い
に
親
睦
を

深
め
た
。
大

会
結
果
に
つ

い
て
は
左
記

の
と
お
り

11月12日大　会　結　果

【団体戦】
（グロス競技）

【個人戦】
（グロス競技）

県南ブロック
県西ブロック
県北ブロック
岡田　健司 君（県南・龍ケ崎市）
山中　将次 君（中央・水戸市内原）
飯塚　康照 君（県西・下妻市）
森山　　実 君（鹿行・潮来市）
木内登喜雄 君（鹿行・神栖市）

優　勝
準優勝
第３位
優　勝
準優勝
第３位
第４位
第５位

得
、
こ
の
予
算
に
よ
り
青
年
部
オ
リ
ジ

ナ
ル
ピ
ザ
取
扱
店
の
Ｈ
Ｐ
開
設
や
、
駅

ビ
ル
の
空
き
テ
ナ
ン
ト
を
活
用
し
1
週

間
限
定
の
ワ
イ
ン
バ
ー
「
大
人
の
牛
久

バ
ー
」
を
開
催
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取

上
げ
ら
れ
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
最
後
に
牛
久
市
商
工
会
青
年
部
は
、

年
間
を
通
じ
事
業
が
多
い
為
、
必
然
的

に
部
員
や
事
務
局
の
負
担
も
大
き
く
、

年
を
重
ね
る
ご
と
に
さ
ら
に
増
加
傾
向

に
あ
る
。
そ
の
状
況
の
中
、
不
満
を
漏

ら
さ
ず
、
真
剣
に
お
互
い
が
議
論
し
、

時
に
は
衝
突
も
あ
り
「
地
域
の
為
、
仲

間
の
為
」
と
事
業
に
協
力
し
て
く
れ
る

部
員
こ
そ
が
、
牛
久
市
の
宝
で
あ
る
。

　
創
立
50
周
年
と
い
う
長
い
年
月
の
中

で
培
わ
れ
て
き
た
青
年
部
の
「
伝
統
、

文
化
」
を
引
継
ぎ
、
牛
久
市
を
「
愛
す

る
心
」
を
先
輩
方
か
ら
若
い
世
代
へ
伝

え
て
い
く
事
が
、
私
達
の
使
命
で
あ
り
、

牛
久
市
の
賑
わ
い
の
源
泉
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
そ
の
私
達
の
想
い
が
、
行
政
や
企
業
、

市
民
に
伝
播
し
協
力
す
る
事
で
、
牛
久

市
の
明
る
い
未
来
を
地
域
と
共
に
今
後

も
目
指
し
て
い
く
。

受賞者と大森会長

賑わうほろ酔い横丁

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
開
催
に
よ
る

新
住
民
と
の
融
合

ピ
ザ
と
ワ
イ
ン
に
よ
る

街
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上

第
36
回
県
青
連

ゴ
ル
フ
大
会

牛久市商工会青年部員の皆さん

　
第
25
代
・
広
報
委
員
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
て
間
も
無
く
1
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
青
年
部

F
B
の
周
知
と
活
用
に
重
き
を
置
き
、

情
報
・
活
動
共
有
の
た
め
の
シ
ェ
ア
や

投
稿
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
部
員

の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
県
青
連
は
じ

め
各
単
会
の
F
B
活
用
に
努
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
に
よ
る

被
害
に
つ
き
ま
し
て
も
、
F
B
を
活
用

し
た
被
災
地
状
況
の
把
握
や
支
援
状
況

確
認
な
ど
、
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
運

用
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
F
B
な
ど
の
S
N
S
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
活
発
な
情
報
発

信
の
充
実
を
目
指
し
て
、
当
委
員
会
と

し
て
は
F
B
の
活
用
法
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
も
ま
す
ま
す
の
広
報
・
情
報

発
信
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役　職

委 員 長

広報・情報ネット戦略委員会

山形　和義 北 茨 城 市

副委員長
鈴木　　篤 土浦市新治

委　　員

齊藤　　智 筑　西　市
谷津　　茂 水戸市内原
鈴木　正人 行　方　市
櫻井　　惇 龍 ケ 崎 市

氏　名 青年部名


